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生活者の視点を重視 した

ユ ビキタス コ ン ピュ
ー テ ィ ン グ実験住宅の 試み

UBIQUITOUS 　COMPUTING 　HOUSE 　PROJECT ：　DESIGN　FOR 　EVERYDAY 　LIFE
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Computers　become　from　day　to　day　smaller 　 and 　cheaper ：their　 utilization，　as　daily　iife　equipments ，　is　now 　ubiquitous ，　 even 　if　we 　are

not 　always 　quite　so 　conscious 　 about 　it．　It
’
s　therefore　 essential 　to　think　about 　the　development　of　ubiquitous 　computing 　on 　our 　daily

lives．　Focusing　on 　this　idea，　we 　have　planned 　to　conduct 　several 　experiences 　tQ　 show 　how 　ubiquitous 　computing 　can 　be　used 　in　the

most 　e丗cient 　 way ．　As 　ibr，　Ocha 　House，　 an 　 experimentaL 　hou．se，　has　been　 constructed 　in　2008，　 as 　part　 of 　Ochanomizu　University．　In　this
house，　 we 　intend　to　propose 　 everyday 　life　oriented 　design，　depending　 Dn 　different　 c   mputing 　 equipments 　that　 can 　be　easny 　instaUed，
maintained 　or 　renewed 　f（）r 　a　betヒer　future．

　　　　　　　　　　　　　・・纏 ・・

Exper  ental 　house，　Skeleton・infill，　Interface，　Life　supporting 　equipment

　　 実験住宅 ス ケ ル トン イ ン フ ィル ，イ ン タ フ ェ
ー

ス，生活支援

騨 は じ め・・

　 コ ン ピ ュ
ー

タが小 型、安価に な り、日用 品 と して コ ン ピ ュ
ー

タ利用 が ます ます進展する。その 利 用 は、研究所、工場 な どか ら、

オ フ ィ ス や 公 共イ ン フ ラへ と広が り、い まや 生活の あ らゆ る 場

面 で
一

般的 と な っ た 。 今後 さ ら に 家庭 で の コ ン ピュ
ー

タ 利用 が

展 開 して い くこ と に な る。本研 究は、特 に ユ ビ キ タ ス コ ン ピュ
ー

タの 住 宅 へ の 応 用 に注 目し、家庭 で の 生 活 者 ニ ーズ に応 じ た 利

用 につ い て、そ の提 案 と実 証実験 をお こ な うもの で あ る。

　本 稿 で は、2008年度 大 学 敷 地 内 に建 設 した実 験 住 宅 「お茶

の 水女 子 大 学ユ ビキ タ ス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ実 験 住宅 （通称

Ocha 　House 以 下 Ocha 　House と称す）（図 1）（図 2）」の 研 究

プ ロ ジ ェ ク トを 概 説 した うえ で、建築構 法の 視点、
．
な ら び に 実

装す る 生活支援機器 の 視点か ら、ユ ビ キ タ ス コ ン ピュ
ーテ ィ ン

グ を 取 り入 れ た 住 宅の あ り方に つ い て 提 案 を 示 し、問題 点 を検

討す る。

齢 ・ ・h… use プ ・ ジ ・ ク ・の 腰

　東京都 文 京区大塚 に 建設 さ れ た Ocha　House は、延 床 面 積

82．7m2、木造 1 階建 て の 住宅 で あ る
1 〕。ユ ビキ タ ス コ ン ピ ュ

ー

タ の 実装 と更新 を考慮 し、技 術 革新 に 対応 で きる フ レ キ シ ビ

リテ ィ を もつ 住 宅 を設計 した。本 プ ロ ジ ェ ク トは、こ の Ocha

House を利 用 し、1）生活 支 援 ア プ リ ケ
ー

シ ョ ン の 開発 とそ の

利用 にお け る 白然 な イ ン タフ ェ
ース の 開発、な らびに 2）家庭

で の 高 齢 者支援 に お ける ユ ビキ タス コ ン ピ ュ
ー

タ の 利用 提案、

とい う課題に 取 り組ん で い る。各種ア プ リ ケ
ー

シ ョ ン を Ocha

House に 実装 し、モ ニ タ
ー

が 実際 に 生 活 す る こ と を通 じて、実

証 実験 をお こ な う予 定で あ る。将 来的 には、情報 技術 革新 に対

し て
一

般 の 住 宅 に ど れ くらい の 可 変性 や発 達 余裕 を持 た せ て お

くべ きか につ い て も検 討 し、ユ ビ キ タス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ を

取 り入 れ た住 宅 の あ り方 を考 える。

　 本 プ ロ ジ ェ ク トは、情報科学、建 築学、人 問工 学な ど多分野

の研究者の 共同 で お こ な わ れ て い る 。 住宅に か か わ る 諸機能を

統合 し、実際 の 生 活の 中で 実証 し て い くに は、多分 野 の 専門家

の 共同が 必要 で あ る c，中で も、各種の ユ ビ キ タ ス コ ン ピュ
ータ

を 総合 し、住 宅 に有効 に 組み 込 む た め に は、住 宅設 計 に携 わ る

建 築家 の 担 う役 割 は大 きい 。建 築家 は、生活 者 の 惹 向に応 じて

生 活の 全体を住 宅 の 設計 に反映 させ る。情報 技術 の 利用 につ い

て も、他 の 専 門家 の 協 力の も と、生 活 に お けるユ ビ キ タス コ ン

ピ ュ
ー

テ ィ ン グ の 位 置 づ け を明確 に し、機 器 の 実装 と更新 を考

慮 して 住 宅 を設計 す る こ とが 求 め られ る。

　 そ こ で 以 下 第二 章 で は、情報 機 器 の 実 装 を考慮 して 設 計 され

た Ocha 　House に つ い て 、建 築構 法 ヒの 試 み を述 べ る。一般 住
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宅 に ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ー

タ を実 装 す る に は、天井 や 床 下、壁

面へ の 配管配線 な ど、通常 の 住 宅 設 計で 考慮 すべ き項 目にあ ら

か じめ 機 器 の 実装 と利用 の 方 策 を立 て て お く必要 が あ る。Ocha

House は単 な る実験 の た めの 環境 と して で は な く、一般 的な住

宅 と して 計 画 され て い る。そ こ で
一般 の 住 宅 で あ り、かつ 情報

機器の 頻繁 な実装 と更新が考慮され た住宅 を実現する ため、い

わ ゆ る ス ケ ル トン イ ン フ ィ ル に もとつ く構法 を提案する。

　 続 く第 三 章 で は、これ まで に 実現 さ れ た 実験住 宅 を俯 瞰 し な

が ら、今 回建 設 され た Ocha　House で 検 証す る ユ ビ キ タ ス コ ン

ピ ュ
ー

テ ィ ン グ 利 用 の 理 念 を示 す。新 技術 を あ た か も生 活 者

ニ ーズ で あ るか の よ うに取 り立 て、ニ ーズ と整合 しない もの に

して はい けな い 。技術 は生 活を支 援 する もの で あ り、生 活者 ニ ー

ズ を満た す乎殺 と して ユ ビキ タス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ を捉え

る。

　第 四 章で は、第三 章 で 示 し た 理 念 に 即 し、Ocha　House で 企

図 され て い る ア プ リ ケーシ ョ ン の 開発 に つ い て 述 べ る 。 照 明 や

空 調 な ど の 自動 制御 に よ る快 適 性 や省 エ ネ性 の 向上 に 加 え、生

活 者の 視 点 か ら発想 され たア プ リケーシ ョ ン と、そ の 利用 の 可

能 性 を検討す る。

響 ユ ビキ タ ス ・ ン ピ ・
一テ ・ン グ実験住宅の 設計

　Ocha 　House は 人 が 通 常 の 生 活 を い と な む 住宅で あ る と 同時

に、実 証実 験 ス ペ ース で もある。技術 革 新 が 頻 繁 に お こ る 情報

機 器 に 対応 す る た め 、設備 情 報機 器 の 更 新を 容 易 に 行 える 設計

が 求め られ た。その ため 開発 された の は、杉 三 層パ ネル をフ レー

ム状 に加工 し、構造体 とする構法で あ る。一
体的な剛性 フ レ

ー

ム に よっ て 住宅全 体の 構造 を独立 させ、間仕切 りや設備機 器 と

い っ た イ ン フ ィ ル と構造 との 分 離を試み た 。

　 フ レーム は、図 （図 3）の よ うに、杉 三 層 パ ネ ル の 継 ぎ位置

をず ら しなが ら厚 さ方 向に 三 枚 の パ ネ ル を 重 ね て 接着 ビ ス 止 め

し て い くこ と で、接合 部 に金 物 は 使 わ な い
一
体的 な ラ ーメ ン と

な っ て い る。杉 三 層パ ネ ル は厚 さ 36mm で あ るの で、三枚 重 ね

た フ レーム の 厚み は、108mm とな る。こ の フ レ
ーム を 12フ レ

ー

ム 、L2m 間隔 で 並 べ た もの が住 宅 の 全体 を構 成 す る主 た る構

造 とな っ て い る。直交 方 向は、耐 力壁 で 水 平力 に抵 抗す る。

　 基礎 を下 駄 の 歯 の よ うに 北側 と南側 に 二 列 立 ち上 げ、そ の 基

礎 に フ レ
ーム を組 み 込み 並 べ る （図 4）。天 井面 （屋 根）は、ア

ク リ ル 製 の 束 に よ っ て、フ レ
ーム か ら 100mm 浮 か せ （図 5）、

フ レ
ー

ム と天井の 間 に、照 明器 具や セ ン サ 、 配 線等の ス ペ ー
ス

を確保 した 。 独立 し た フ レ
ー

ム 状の 骨格を うすい ス キ ン （外壁、

サ ッ シ ュ 、屋根）が 包み、一
体的な 空 間を生 み 出す （図 6）。 フ

レ
ー

ム に 関する 性能 に つ い て
幻 、な らび に ア ク リ ル 丸棒の 束に

よる 浮 き天 井の構造 的性 能 につ い て
／S〕

は、既 に 別途発 表され て

お りこ こ で は 割愛 す る。本稿 で は ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン

グ を住 宅 内に取 り込 ん で い くため に、こ の フ レ ーム 構 造 とと も

に検 討 され た提 案 を示 す。

1） 一
般住 宅 の 天 井 裏 に あ た る 部分 と し て キ ャ ッ トウ ォ ーク を

　 　 設置 し、機 器 の 実 装や 配線 に供 す る ス ペ ース と した 。 キ ャ ッ
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）2

）3

）4

）5

トウ ォ
ー

ク は 杉三 層パ ネル を二 枚重ねた板で 構成され て お

り、板の 任意の 箇所に機器を実装する こ とがで きる。

フ レーム を構 成 す る 3枚の パ ネル の うち、挟 まれ る 中間材

の 幅 を、両側 の 表 面材 に比べ 36mm 小 さ くす るこ とで、フ

レ ーム の 外 周 に 36×36mm の 配線 溝 を も うけた （図 5 右）。

照 明、セ ン サ な どの 配 線が、フ レ
ーム の 外 周 に 沿 っ て 実装

可 能で あ る。

1階床面を 地盤面か ら lm あげ、 床下 に 設備ス ペ ー
ス を確

保する 。 設備の 更新 に応 じて 、 どの 場所 か ら も簡単な配管

ア ク セ ス を可 能す る と と もに 、 床下 は 東端か ら西端まで 通

じて お り、メ ン テ ナ ン ス の ア クセ ス も容易 とな る （図 4）。

住宅の ど こ にで もユ ビ キ タス コ ン ピュ
ータを取 り付け られ

る よ うに、床 下、フ レ
ーム 外 周、キ ャ ッ トウ ォ

ー
ク を使 用

す る。配線 配 管 は各 フ レ ーム 間 の 1 階北 側 に 設 け られ た収

納内で 集約 され る （図7）。収納 を設備 コ ァ と して、設備機器、

配管が生 活面 に 露出さ れ ない よ う計画 され る。セ ン サ や イ

ン タ フ ェ
ー

ス をの ぞ き情報設備の ス ペ ー
ス は 生 活空 間か ら

分離され る が、情報設備へ の 配管接続や メ ン テ ナ ン ス の 作

業の ア ク セ ス は 容易で ある 。

Ocha　House で の 情 報機器 の 実装 に関 して な され た提 案 は、

材 料 や 施工 の 点 で も利 点が 多 い 。杉 三 層パ ネ ル は 日本 産杉

間伐 材 を用 い て お り、間伐材 の 有効利用 の 点か ら も好 ま し

い 。さ らに 集成 材の 場合、集成 材製作の ため に特殊 な工場

が 必要 で あ るが、杉三 層パ ネル の フ レ
ー

ム の 場合は、通常

の 大工 作業 （部材をパ ネ ル か ら切 り出 し、 接着剤で 圧着す

る ）の み で ある 。
パ ネル さ え輸送で きれ ば、現場で 容易に

施工 可 能で あ る。

　 ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ の 住 生 活 へ の 応 用 は、情 報技

術 の 提 案に と ど まる こ と な く、住 宅建 築 との 関 わ りの 中 で デ ザ

イ ン され て い くべ きで あ る。構 造 と設 備 を分 離 した フ レ キ シ ビ

リテ ィ あ る フ レ
ーム 構 造 は、ユ ビ キ タス コ ン ピ ュ

ータの 実装 を

考慮 して 開発 さ れた もの で あ るが、それ の み な らず、材料 の 有

効利用 や 、住宅 の 長寿命化 とい う点 か らも優れ て 合 理性 を持 っ

て い る 。ただ し、長期的に見 た場合、Ocha　House が 将来的な

技術革新に 対 し て 十分 な発 達余裕 を もつ も の な の か 、あ る い は

住宅を さ ら に 自由度の 高い プ ラ ッ ト フ t 一ム と す る 必 要 が あ る

の か、と い う点は、第三 章以 降 で 示 す ア プ リ ケーシ ョ ン の 実証

実験 を繰 り返 す こ とで、見極 め てい く必 要が あ るだ ろ う。

驫 実験住宅の先行例と ・・h・ H … e と の 比較

　現 在、ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ の 実験 住宅 は、様 々 な

国、大学、企 業の 研究所で 計画 され て い る。日本で は、先 駆 的

な 「TRON 電 脳住宅 」
5）

や 、「JEITA ハ ウ ス 」
6 ）

とい っ た 例、

企業が 主 体 とな っ て 開発 した 「ト ヨ タ夢の 住宅 PAPI 」、「松
．
ド

電器 EUHouse 」
7）

が あ げ られ る。さ らに、情報技術 先 進 国 と

い われ る 韓 国で は Hyundai の 「ヒ ル ス テ イ ト麗示館 」 な どが あ

る
S）。住宅 内 の 機 器 を大規 模 に 自動 化 し、住 宅 内の 環 境 を コ ン

ピ ュ
ータで 制御 す る とい うホーム オートメ ーシ ョ ン の 姿 が示 さ
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　 　　 　 図 60cha 　House 内観写真

（フ レ ーム に 設 置 され た LED 間接照 明 が天 井を照 らす）

図 7 　情 報配 管、配 線 の概 要 図

れ て お り、近 未来の 生 活の 様子 を体験 す る こ とが で きる。

　ま た、ドイ ツ の DFKI 研 究所
9｝

にお ける研 究 事例 と して、障

害者や 高齢 者な ど、限定 されたユ ーザ を対 象 と した ア プ リケー

シ ョ ン の 開発 が あ る。四肢 が 不 自由な 障害 を持 つ ユ ーザ が 首 を

傾 げ る だ けで コ ン トロ ール で きる 車 い す、認 知障害 者 に 使 い や

す い 音 声対 応 リ モ コ ン な ど、特殊 な障 害 を もつ ユ ーザ を対 象 と

して、情報 技術 が支 援す る研 究 が お こ なわ れて い る。

　 通 常 の 住 宅 に ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ー

タ を組 み 込 ん で い く と

い うコ ン セ プ トで は、米国 の ジ ョ
ージ ア 工 科 大 学 で 「Aware

Home 」、フ ロ リダ大 学 で は 「GatQr−Tech 　Smart　House 」 が試 み

られて い る。こ れ らは高 度 な オートメ ー
シ ョ ン 機 能 を有 さず、

一
般 的 な佳 宅 に、ユ ビ キ タ ス コ ン ピュ

ーテ ィ ン グ が導入 され て

い る 。
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　 こ の よ うに住 宅 で の ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ー

タ の 利 用 は、既 に

多岐 に わた り、先 進 的 な 試 み の お か げで 、徐 々 に で は あ る が、

住宅の 中に ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ は 浸透 し つ つ ある 。

Ocha 　House で は 、 こ れ らの 試み を踏まえた うえで 、ユ ビキ タ

ス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ に つ い て 新 し い 提案 を行うた め 、 1）範

囲を限定 した ア ン ビエ ン トコ ン ピ ュ
ー

タ
10）、2＞生活者が 主導

的 に、か つ 自然に制御する こ と の で きる ユ ビキ タ ス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ、とい う二 つ の 理念 に基づ き、生 活者 の 視 点 で 発 想 さ

れ るア プ リケー
シ ョ ン の 検 討 を進 めた。

　
一

点目の ア ン ビ エ ン トコ ン ピ ュ
ー

タ は 、
こ れ まで も住宅全体

を自動化 した大掛 か りなホ
ー

ム オ
ー

トメ
ー

シ ョ ン と して 実践 さ

れ て きた が、実際の
一
般住宅に取 り込む に は、コ ス ト面 が 問題

で あ っ た 。 そ の た め Ocha　Houseで は既 往の 試み と異 な り、自

動 化 の 範囲 を限 定 した ア ン ビ エ ン トコ ン ピ ュ
ータ を取 り入 れる

こ と と した。また 生活 全 て を コ ン ピ ュ
ー

タ に 任 せ て しま う と、

コ ン ピ ュ
ータが ユ ーザ の 意 図 しない 動 作 を した り、生 活 者 の 主

体性が 失 われ た りする こ とに ユ
ーザ が不満を抱 くこ とに な りか

ねない
。 こ の 課題に 対応す る た め 、

二 点目に あげた よ うに、一

般的な生活者が 主 導的に、か つ 自然に 制御する こ との で きる 生

活支援機器の 導入 を念頭におき、今まで に ない 利便性や 快適性

を 目指すコ ン ピ ュ
ータ の 利用 を提案する。

蜘 住宅における・ ビキタス ・ ン ピ・
一

・ ・ ン グ・輛 例

　ユ ビ キ タス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ を生 活に 取り入 れ る 際、そ の

利用に は 二 つ の 方向性が ある D
…

つ は 完全 に コ ン ピ ュ
ー

タ に任

せ て 環境 を制御 し、コ ン ピ ュ
ー

タ が 自律的に 生活 を見守 り調整

する シス テ ム で ある。他方、生 活支援機器 は 必ず し も完全 自動

で あ る必 要 は ない 。状況 に合 わ せ 使 い 方を 人 が 判 断し、適切 な

支援 を え ら れれ ば よ い 。 よ っ て もう
一

つ の 方向は、人 の 制御の

も とで 人 の 能 力 を支 援 す る シス テ ム で あ る
11）。第三 章 で 述べ た

二 つ の 理 念 は、こ の 方 向性 に対 応 して い る。本研 究 で は、二 つ

の 理 念 に も とづ き、ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ータ を利用 した ア プ リ

ケーシ ョ ン を設 計 し検 証する。自律的 コ ン ピ ュ
ータ と して は住

民 の 生活 状 況に対応 した 環境制御、能力 支援 と して は生活者 の

主 導的制御に もとつ く各種 の 能 力拡 大支 援機器 が 考 え られ て い

る （図 8）。これ らの 具体的 応用 例 を 以下 に 述 べ る。

5．1　 ア ン ビエ ン トな環境 制御

　 自律 的 な 個別 状 況 対 応 型 環境 制御 の
一

つ と し て、照 明 の ア

ン ビ エ ン ト制御 シ ス テ ム の 開発 と その 実装 をすす め て い る 。 人

の 居場所や生 活の 状況をセ ン サが 感知 し、そ れ に合 わ せ て 照 明

箇所や 照 度を コ ン ピュ
ー

タ が 自律 的 に 制御する もの で あ る 。 白

動調光を考慮 して Ocha　House の 照明は すべ て LED を用 い た 。

照明 機器 の 選 定、配 置、配 線は、フ レ
ー

ム の 特質 を生 か し て 計

画 さ れ た。すな わ ち、LED 照 明機器 を フ レ
ーム 外周 の 配 線溝

に 配 列 し装 着 す る。LED は フ レ ーム か ら浮 い た 天井 面 を照 らし、

間接 光 と して 空 間余 体 を照 らす 明 か りとなる （図 6）。フ レ ーム

全 体 で 実 装 さ れ た ラ イ ン 状 LED 機 器 は、62個、こ れ を 40 の

部分 に わ け、各部 分 を 別個 に調 光 で き る。
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図 8　コ ン ピ ュ
ータの 応用の 位置づ け

図 9　 タグ タ ン ス の外 観

図 10　フ ッ ク セ ン サ ーの 外 観、お よ び 撮影画 像 と Flickrと の 連携

　将来的に は、個 人の 居場所 を感知で きる セ ン サ と同期 さ せ る

こ とで、人 の居 場所 に合 わ せ た環 境照 明の 自動制 御を お こな う。

個 別 の タ ス ク 照 明 は、人 の 意思 に よ る コ ン トロ ール と し、環境

照 明 は、時 間帯 や 居場 所 に応 じた 自動 制御 を用 い る。すべ て の

照 明 を コ ン ピ ュ
ータ に 任せ る の で は な く、タ ス ク照 明 と環 境照

明の 利用 を明確 に分 離 し、範 囲 を限定 した 自動 制御 とする。

5．2 生 活 支援機 器一衣 服 をデータベ ー
ス 化するタ ンス

　 能力拡 大 支援 の シ ス テ ム と して は、「フ ァ ッ シ ョ ン 」「美容」「コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン」「食 事」な どに 注 目 し、以
．
ドの よ うな 衣食

住 に密 着し た ア プ リケ
ー

シ ョ ン を提案 し て い る。

　「タ グ タ ンス 」
12）

は 、乎持 ちの 洋服 を手軽 に撮影 して、フ ァ ッ

シ ョ ン コ
ー

デ ィ ネ
ー

トを 支援 す る。「電 脳 化粧鏡」
13｝

は、デ ィ

ス プ レ イ と 高解像度カ メ ラ を組 み 合わ せ た 電子 的 な化 粧 鏡 を

用い て、女性 の メ イ ク ア ッ プ を支援す る 。 「SyncDecor」 ］4〕
は、

遠 隔地 の 屏 住環 境 にお か れ た ふ た つ の ラ ン プ や ゴ ミ箱 な ど の

状態 を遠隔地 間で 同期さ せ 、遠距離恋愛や 単身赴任の コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 支援 を 目指す。「DiningPresenter」
15）

は、食卓の ヒ

部に プ ロ ジ ェ ク タ とカ メ ラ を設 置 し、食事の 進 行に あ わ せ て さ

まざ まな写真 や イ ラ ス トを投 影 す る こ とで 、楽 し い 食事 を演 出

す る。こ れ らの うち本稿 で は
一・例 と して 「タ グ タ ン ス」 に つ い

て 述べ る。

　 フ ァ ッ シ ョ ン に 敏 感 な入 に と っ て 、毎 日の 洋服 の 選 択 は重
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要 で あ る と共 に、手問 の か か る作業で あ る。手 持 ちの 洋服の 写

真 を撮影 して パ ソ コ ンや Web な どで 管理す れ ば 、 こ うした作

業も楽に なる が、撮影自体が 大変
．
面倒で ある。そ こ で、フ ッ ク

に 洋 服 を 掛 け る だ けの 操 作 で、手軽 に洋 服 を撮 影 し同時 に タ グ

付 け し て デ ジ タ ル 化 で きる シ．ス テ ム を提 案 す る。図 （図 9） の

よ うに、Ocha　House に 設 置 さ れ る 両 開 き収納 の 扉 の
一

方 に、

USB カ メ ラ、照 明、液晶 デ ィス プ レ イ を、他方 に フ ッ ク セ ン サ

を取 り付 け る。ユ ーザ が タ ン ス を開 くと、扉 に付 け られ た リー

ドス イ ッ チ で 開閉 を検 出 し、自動 的 に撮 影用 の照 明 が点 灯す る。

次 に、ハ ン ガーに掛 っ た洋 服 を フ ッ ク セ ン サ に 掛 け る こ とで、

衣 服 の 画 像 が 自動 的 に USB カ メ ラ で 撮 影 さ れ る。フ ッ ク セ ン

サ に は、複 数 の フ ッ ク が 取 り付 け られ て お り、フ ッ ク の 位置 に

応 じて、洋服の 種別 （イ ン ナ
ー、ア ウ タ

ー一、ボ トム な ど 〉を判

別 す る こ とが で き る （図 10）。撮影画像 に は、洋服 の 種 別 や 重

さ、お よ び 撮影時刻な どが 自動的に タ グ付け され る 。 必 要 に応

じ、Flickri’6）な ど の Web サ
ー

ビ ス に 直接撮影画像が ア ッ プ ロ ー

ドされ る　（図 10）。

　大型機器 に よる生 活支援 と異 な る コ ン セ プ トと して は、フ ッ

ク に 洋服 を掛 ける とい う誰 で も容易 か つ 自然 な操作 で 扱 え る イ

ン タ フ ェ
ース で あ る こ と、その シ ン プル な操作 だけで

一定 品 質

の 写 真 を撮 影 で きる こ と、さ らに既 存 の タ ン ス の 扉 に 組 み 込 み

手軽に 設置で きる こ とで あ る。

　 家 事時閏の 短縮 や 新た な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン な ど、情報技術

に よ っ て 変化す る社会や 時間は、人 間の 能力 を広げ、生活の 向

由度 を高め る。例え ば、タ グ タ ン ス で は 記憶 （記録）する 、 整

理す る とい う能力が 支援 され、また、衣服 の 情報 を知人 と共有

す る な ど、他の シ ス テ ム と連携 させ る こ と で 生 活 に新 た な楽 し

み を うみ だ す可 能性 が 試 み られ る。

齢 ・ とめ

　 本稿 で は、2008年 度 に建設 されたお 茶 の 水女 子 大学実 験住 宅

Ocha　House に つ い て 、建 築 構法の 視 点、な らびに 生 活に も と

つ く支 援機器の 視点か ら遂行 して い る 試み に つ い て ま とめ た 。

1）　 情報機慕 の 実装 と吏新 を 考慮 し た 自由度の 高い 住宅の 構法

　　 と し て、杉三 層パ ネ ル を 利用 した フ レーム の ラーメ ン構造

　　 を 実現 した。こ の 構法の 特性 を 生 か した ユ ビ キ タ ス コ ン

　 　 ピ ュ
ータの 実 装 の 提 案 をお こ な っ た 。

2）　 生 活にお ける ユ ビ キ タ ス コ ン ピュ
ータの 利 用 と して、範囲

　　 を限定 した 自律 シ ス テム と、人 の 主体 的制御 に よる能力 支

　　援 シ ス テ ム の 二 つ の 設 計理念 を挙 げた 。 そ れ らに もとつ く

　 　 生 活支援 機 器 の 応用 例 を示 し、開発 を試 み た。

　 現 在 は、実 験 往 宅 が 竣 工 し た段 階 で あ り、ユ ビ キ タス コ ン

ピ ュ
ータ を組 み 込 む ため の 住 宅 デ ザ イ ン な らび に 構 法 の 開発 は

一応、完成 した、，た だ し、情報 技術 の 更新 の ス ピードを考 え る

と、今 後住 宅 は、特 に 情報 機器 の 点 に お い て 、完 成 と い う静 的

な状 態 にはい た る こ とな く、常 に何 らか の 機 器 が試 み られ、ま

た 近 い 将 来 に既 設 機器 が 新 しい もの に 更新さ れ る とい う、い わ

ば 動的 な状況 の 中で 生活が 行 わ れ る 器 で あ る と捉える べ きで あ
1
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ろ う。

　
一
般住宅レ ベ ル に まで 研究成果を敷衍 して い くため に は、今

回設 け ら れ た よ うな過剰 な電気回路、容量や、LED 照 明 の 高

い イ ニ シ ャ ル コ ス ト、な ら び に様 々 な機 器 を 使用 した 際の 電力

量 に つ い て も、検 討 して い く必 要 が あ る。実 際 の 住 宅 設計 に お

い て 設計 者 は、限 られた コ ス トで 最 大 限の 性 能 を発 揮 させ る こ

とが 求 め ら れ る。ユ ビ キ タ ス コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ を 生 活 に 取 り

入 れ る 際 に も、はた して 本 当 に必 要か、使 い やす くデ ザ イ ン さ

れ て い るか、生活 に どの よ うな影響 を及 ぼす の か、とい っ た総

合 的 な視 点 か らの 吟 味 が 必 須 とな る。住 宅 が ユ ビ キ タス コ ン

ピ ュ
ー

テ ィ ン グ に対 し親和性 を持 ち、か つ 環境 に 調和する もの

で あ る た め に、住 宅 に どれ く らい の 余裕 を もた せ る べ きか に つ

い て、Ocha　House で の 実証実験 を重 ね 見極 め て い くこ と は 、

本研 究の 長 期的 な 課題 で あ る。

　 なお本 研 究 は、執筆者 以外 に、意 匠設 計、構造設 計、設 備設 計、

照 明設 計、施工 にお い て 多数の 閾係 者 の 方々
1）

の 指 導 と協力 を

得 てお こ なわ れた。関係 者 に感 謝の 意 を表す。
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